
一般社団法人日本民俗建築学会第53回大会講演・研究発表（公開） 

 

日時：2026年６月６日(土)13時～17時30分 

会場：常葉大学水落キャンパス２階206号室（静岡市葵区水落町1-30） 

公開 

・どなたでもご参加いただけます（参加無料）。 

・入場受付は会場前で12時30分から行います。発表資料を受け取って入場してください。 

 

講演：13時～13時50分(公開) 

 土屋和男氏(常葉大学造形学部教授、本学会会員)  

近代住宅における「民家」－「田舎家」と「民藝」について－ 

  [13時50分～14時 旧カトリック清水教会聖堂の木造ゴシック建築 

     旧カトリック清水教会聖堂の木造ゴシック建築を活かす会理事長 塩見 寛] 
（休憩10分） 

 

会員による口頭研究発表：14時15分～17時30分(公開) 

発表時間：１人18分(発表16分、質疑２分) １鈴15分(予鈴)、２鈴16分(発表終了)、３鈴18分(質疑応答終了) 

○：筆頭発表者 

第１部                                     司会：村上孝一 

１ 田園調布の歴史と地形的成立ち                           出口清孝 

２ 尾道市庁舎批評記事にみえる佐藤重夫の設計思想について 佐藤重夫に関する研究その３ 藤原美樹 

３ 日本の「民家園」：運営状況と展示民家の現状と傾向から               宇高雄志 

４ 隠居屋の配置からみた隠居制の意義－クチーオクの視点から－             森 隆男 

５ 幻のノース・バンクーバー日本庭園－日記と公文書からの考察－      ○河原典史・堤  涼子 

（休憩10分） 

第２部                                     司会：秋山笑子 

６ 特殊飲食店としての一楽旅館に関する研究                     金澤雄記 

７ 丹波焼窯元集落の景観と歴史的背景―丹波焼窯元集落の景観に関する基礎研究―    山﨑敏昭 

８ 民家における間尺の分布                              菊地憲夫 

９ 渥美半島伊良湖の人々に許可された漁業インフラ施設を設置すること          林 哲志 

 

ポスター発表：10時 45分〜17 時 30分（展示）、12 時 30分〜13時（解説） 

会場：常葉大学水落キャンパス２階 207 号室 

１ 「安南式教会堂」について                            高木繭絹子 

２ 京都・長江家旧蔵建築関係史料のデジタル・アーカイブ成果の活用と展開 ○髙木良枝・佐藤弘隆 

３ 新潟市中央区上大川前通 11 番町・上原家住宅について デジタルツインによる記録調査 

○梅嶋 修・平山育男 

 

主催：一般社団法人日本民俗建築学会 

＊ 実行委員会：堤涼子(委員長)、土屋和男、伊達剛、小花宰、石川薫、松田香代子、秋山裕貴 

連絡先 堤涼子 Tel:054-263-1125（代表） メールアドレス：tsutsumi@sz.tokoha-u.ac.jp 

〒420-0911静岡市葵区瀬名1-22-1常葉大学造形学部造形学科(瀬名キャンパス) 

後援：常葉大学、静岡市教育委員会、焼津市 

                                   


